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説明者          

ＭＲＩは、強い磁石と電磁波を使って行う検査です。体内金属や身につけている物の中には材 

質により画質に影響を与えるだけでなく、機器の破損や金属の発熱によるやけどなどが起こる 

可能性があります。危険を取り除き安全に検査を行うためにも下記の説明をお読み頂き、裏面 

の「MRI 検査問診票」にご記入下さい。 

● 検査時間について 

通常の検査は３０分程度です。造影剤を使用する検査や、特殊な検査では時間が長くなること 

があります。検査中は動くことができません。 

● 注意事項 

手術により金属や機械が体内にある方や、妊娠または妊娠の可能性のある方など、検査を受け 

られない場合があります。なお、金属や機械が体内にある場合は、可能な限り、事前に３Ｔ（テ

スラ）ＭＲＩに対応しているか確認をお願いします。 

別紙「MRI 検査問診票」でご確認ください。 

● その他のお願い 

① 化粧（アイライン、マスカラなど）は製品によりますが、やけどの原因や画質を低下させ

る可能性があるため検査当日はお控えください。 

② 指輪、イヤリング、ネックレス、メガネ、コンタクトレンズ（※ 取り外すためのケース・

保存液等ご持参ください）、携帯電話、時計、磁気カード、補聴器、使い捨てカイロ、エ

レキバン、湿布、ニコチネル、ニトロダーム、保温・保湿効果の高い衣服（ヒートテック

など）などは検査前に外して頂きます。 

③ 検査前にトイレをおすませ下さい。但し、前立腺や膀胱の撮影の場合、排尿を制限（1 時

間程度）していただくこともあります。 

● 腹部の MRI 検査を受けられる方へ 

胃腸などの動きをおさえて撮影するために、ブスコパンまたはグルカゴンというお薬を使用す 

る場合があります。これらのお薬を使用するにあたり、次項に該当する方は注意が必要です。 

①ブスコパン、グルカゴンにて副作用・アレルギー症状が出たことがある方 

②心臓疾患、緑内障、前立腺肥大、糖尿病がある方 

③検査当日に自動車、バイク、自転車の運転等をされる方  

※ ブスコパンまたはグルカゴンを使用すると、目の調整障害、眠気、めまい、ふらつき、

等を起こす事があるので、検査当日の運転はしないでください。 

● 造影剤を使用して MRI 検査を受けられる方へ 

 別紙「造影検査説明書」「造影検査問診票」をご確認ください。 

ご理解頂いたうえで、裏面の「MRI 検査問診票」への記入をお願いします。その他、何かご不安な点や、

ご不明な点がございましたら、主治医もしくは看護師にご相談ください。 

済生会呉病院   


